
個人情報の保護
『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』
（グリーンブック） 40-43



• 個人情報：特定の個人を識別できる、生存
する個人に関する情報

–個人の身体、財産、職種、肩書き等の属性に関
する事実、判断、評価を表す全情報

他情報と照合すれ
ば、個人を識別で
きる情報

公にされた情報 映像や音声情報 暗号化された情報

個人情報保護法（2005）
＊ 大学などは「学問の自由」を保障するために適用外

「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いの
ためのガイドライン」等が個人情報保護法の順守を求める



複製・拡散

流出

不特定多数による
閲覧・悪用

回収不能

社会的信用や名誉を失うなど、様々な不利益

（例）ヒトゲノム研究：
流出による不利益が個人にとどまらず、血縁者も関わる

（例）疫学研究：
流出による不利益が個人にとどまらず、大きな集団も関わる



• 情報提供者との合意を守り、それを記録に
残す（変更時も合意を得る）

–取得手段

–使用目的

–公表範囲・方法

–データの管理

–提供者以外への配慮

–研究内容に応じた配慮
• 臨床研究、インタビュー、未公開資料など



教職員個人における取り扱い上の基本ルール

• 1：利用目的の明確化と取得範囲の限定

• 2：目的外利用の原則禁止

• 3：個人情報の放置禁止、必ず所定の保管
場所へ

• 4：提供時・持ち出し時の漏えい防止対策

• 5：標的型攻撃メールへの対策

• 6：利用目的達成後の速やかな廃棄



参考

• 『科学の健全な発展のために－誠実な科
学者の心得－』（グリーンブック）40-43

• 東北大学における公正な研究推進のため
の研究データ等の保存及び管理に関する
指針
– http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kenkyo/fb/detashishinn%EF%BC%8
8h29.12).pdf


